
印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

平成２４年（２０１２）５月１５日号（４）

東
西
南
北
を
清
め
る
四
方
固
め

の
舞
。
次
に
、
せ
な
獅
子
が
危

難
を
消
滅
す
る
厄
除
け
の
舞
。

最
後
に
お
や
じ
獅
子
が
災
難
を

払
い
除
く
魔
除
け
の
舞
と
続
き

ま
す
。
毎
年
1
本
ず
つ
、
長
さ

1
5
0
唖
の
麻
の
髪
の
毛
が
増

え
て
い
く
獅
子
頭
は
重
く
、
舞

い
手
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ
を

物
と
も
せ
ず
、
流
麗
な
舞
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
舞
は
こ
の
後
、
同

じ
中
根
地
区
に
あ
る
八
幡
神
社

と
鳥
見
神
社
で
も
奉
納
さ
れ
る

た
め
夕
方
ま
で
続
き
ま
し
た
。

保
存
会
会
長
の
渡
辺
敏
雄
さ
ん

の
お
話
で
は
「
こ
の
獅
子
舞
は
、

南
北
朝
時
代
に
関
宿
付
近
で

戦
っ
た
落
人
に
よ
り
伝
授
さ
れ

た
事
が
由
来
で
、
舞
が
始
ま
り

約
7
0
0
年
の
歴
史
が
あ
る
と

雨
の
法
守
護（
ア
メ
ン
ボ
ウ
）の
舞
、

家
運
を
繁
栄
さ
せ
る
不
通
法
安
穏

（
ト
ウ
セ
ン
ボ
ウ
）の
舞
、良
縁
を

授
け
る
足
留
め
契（
ア
シ
ド
メ
）の

舞
、住
民
同
士
の
交
わ
り
を
深
め

る
和
合
惚
気（
ノ
ロ
ケ
）の
舞
、三

州
岡
崎
の
七
福
神
を
迎
え
る
笑
楽

岡
崎（
オ
カ
ザ
キ
）の
舞
、不
老
長

寿
の
寿
橋
を
渡
る
橋
掛
か
り
寿

（
ハ
シ
ガ
カ
リ
）の
舞
の
7
つ
。最

後
の
橋
掛
か
り
の
舞
で
は
、何
人

か
の
観
衆
が
獅
子
と
共
に
川
に
見

立
て
た
青
い
板
を
飛
び
越
え
て
祈

願
し
ま
し
た
。そ
の
後
、悪
魔
退
散

を
願
い
、三
匹
が
順
番
に
踊
る「
役

舞
」が
始
ま
り
ま
す
。

　
初
め
は
、
か
が
獅
子
に
よ
る
、

7
0
0
年
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ

　
　
　
　「
八
幡
神
社
の
獅
子
舞
」

広報レポーター： 橋本   千代子 （岩戸）
はしもと ちよこ

▲
こ
の
獅
子
舞
は
辺
田
前

地
区
に
春
の
訪
れ
を
告
げ

る
風
物
詩
で
も
あ
り
ま
す

実
生
よ
り
夫
育
て
し
草
花
は
競
ふ
が
ご
と
く
咲
き
満
ち
て
を
り

木
　
刈
　
　
　
田
鍋
ケ
イ
子

ゆ
く
り
な
く
夢
に
て
握
り
し
母
の
手
の
暖
か
か
り
き
彼
岸
の
ち
か
く

大
　
森
　
　
　
小
島
　
綾
子

整
備
さ
れ
さ
ま
変
り
た
る
川
の
辺
に
草
木
芽
吹
き
て
日
々
に
色
濃
し

木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

離
り
ゆ
く
友
見
送
り
し
道
の
辺
の
こ
ぶ
し
を
濡
ら
す
春
告
ぐ
る
雨

小
倉
台
　
　
　
小
澤
芙
美
子

い
く
度
も
席
譲
ら
る
る
こ
と
続
く
少
年
壮
年
は
た
同
輩
ら
に
も

　
　
原
　
　
　
　
野
村
　
と
く

荒
寺
の
今
日
の
は
な
や
ぎ
花
御
堂

舞
　
姫
　
　
　
堤
　
貴
美
子

花
の
塵
色
残
る
ま
ま
掃
か
れ
け
り

発
　
作
　
　
　
関
口
千
代
子

吉
高
の
桜
に
呼
ば
れ
縁
結
ぶ

岩
　
戸
　
　
　
橋
本
千
代
女

裸
婦
像
の
乳
房
に
つ
も
り
し
春
の
雪

滝
　
野
　
　
　
山
崎
　
勝
慶

花
の
昼
旅
立
つ
母
の
薄
化
粧

竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
栄
子

　
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
ラ
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
ラ
、

　
人
の
笛
の
吹
き
手
を
先
導
に
、

10お
や
じ
（
父
）・
か
が
（
母
）・
せ

な
（
子
）
の
三
匹
獅
子
が
 辺
田
前
 

へ
た
ま
え

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
あ
る

東
漸
寺
（
中
根
1
8
7
）
の
境
内

に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
、
震
災
の
た
め
中
止
と

な
っ
た
「
八
幡
神
社
の
獅
子
舞
」。

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に

な
っ
て
い
る
こ
の
獅
子
舞
が
、
去

る
4
月
　
日
・
午
後
1
時
か
ら
、

14

桜
と
1
0
0
人
近
い
観
衆
が
見
守

る
中
、
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
の「
本
舞
」は
、人
々
の
身

を
祓
い
清
め
る
輿
附
清
浄（
ミ

ソ
ッ
コ
ズ
キ
）の
舞
、雨
を
呼
ぶ

掲載情報は4月25日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

さ
れ
ま
す
。
昭
和
に
な
り
、　
年
20

間
途
絶
え
た
も
の
の
、
昭
和
　
年
59

（
旧
本
埜
村
の
こ
ろ
）
に
復
活
し
、

今
年
で
復
活
後
　
年
目
を
迎
え
ま

28

す
」
と
の
こ
と
。
現
在
、
保
存
会

の
メ
ン
バ
ー
は
　
人
で
、
練
習
は

20

1
月
下
旬
か
ら
公
開
を
迎
え
る
4

月
ま
で
、
夜
に
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
舞
い
手
は
地
区
の
長
男
が

受
け
継
ぎ
、
4
年
間
で
交
代
。
現

在
、
八
代
目
で
す
が
「
少
子
化
の

影
響
で
、
後
継
者
の
育
成
が
心

配
」
と
の
声
も
。

　
取
材
を
通
し
て
、
こ
の
獅
子
舞

は
辺
田
前
の
人
々
を
繋
ぐ
大
切
な

行
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

伝
統
あ
る
こ
の
獅
子
舞
が
、
末
永

く
後
世
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
巡
る
季
節
の
中
、
ま
た
一
つ
心

を
寄
せ
る
場
所
が
で
き
、
と
て
も

嬉
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

広報レポーター：
 村形   彰治 （小林北）
むらかた しょうじ 北総浄水場

▲橋掛かりの舞で川（青い板）を
獅子と一緒に飛び越える少年

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①電子ピアノ（3万円程度）②チャイルドシート③しおん幼稚園帽子④エレク
トーン（ＦＤＤ付き）⑤千葉商科大学付属高校の制服⑥男子ランドセル⑦買い
物カート（ヘルスバッグ）⑧水盤⑨冷凍冷蔵庫（５千円）。

①電子ピアノ②キーボード③遊具（けん玉、こま、羽子板など）④印西中学校女
子用制服・運動着⑤しおん幼稚園、男児・女児ジャージ、男児女児体操服（大き
めサイズ）⑥ＭＤウォークマン⑦天神幼稚園男児制服、女児制服、ブラウスな
ど⑧犬用乳母車⑨ベビーカー（Ａ型もしくはＡＢ型）⑩リカちゃん人形⑪補聴
器。

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎
月２０日締め切り（必着）です。投稿は、住所・
氏名（ふりがな）・電話番号を明記の上、秘書
広報課広報広聴班まで。

胸おわびと訂正胸
　『広報いんざい』4月15日号の「文芸コーナー」
で、俳句の選者を田口三友氏と掲載しましたが、正
しくは田口三石選氏です。
　おわびして訂正いたします。　

　
北
総
線
印
西
牧
の
原
駅
と
印
旛

日
本
医
大
駅
の
間
、
国
道
4
6
4

号
線
沿
い
に
薄
緑
色
の
大
き
な
キ

ノ
コ
型
の
塔
が
目
に
入
り
ま
す
。

こ
れ
は
調
圧
水
槽
と
い
い
、
高

さ
2
7
・
4
ｍ
も
あ
り
、「
北
総

浄
水
場
」（
竜
腹
寺
2
9
6
）

の
入
り
口
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
桜
が
満
開
の
4
月
中
旬
、
こ

の
施
設
を
訪
れ
、
佐
藤
事
務
次

長
と
担
当
の
関
技
術
次
長
か
ら

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
北
総
浄
水
場
は
、
千
葉
県
水

道
局
の
5
カ
所
の
浄
水
場
の
一

つ
と
し
て
昭
和
　
年
に
建
設
に

45

着
手
。
現
在
は
主
に
成
田
空
港
、

成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
に
対
し
、

昭
和
　
年
6
月
か
ら
本
格
的
に

50

給
水
を
開
始
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
浄
水
場
は
　
万
9

12

千
5
百
愛
の
広
大
な
敷
地
を
有

し
、
給
水
能
力
は
　
万
6
千
7

12

百
逢
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
中
央
管
理
本
館
に
は
、
中
央

管
理
室
、
水
質
計
器
室
な
ど
が

あ
り
、
大
勢
の
職
員
が
施
設
管

理
、
水
質
管
理
の
た
め
忙
し
く

働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

こ
の
浄
水
場
の
水
は
、
印
西
市

竹
袋
の
「
木
下
取
水
場
」
か
ら

利
根
川
の
水
を
取
水
し
て
お
り
、

6
娃
離
れ
た
北
総
浄
水
場
か
ら

の
遠
隔
操
作
に
よ
り
、
運
転
を

行
い
、
水
質
・
臭
気
な
ど
を
監

視
し
て
い
ま
す
。

　
取
水
さ
れ
た
水
は
パ
イ
プ
で

浄
水
場
内
の
着
水
井
、
急
速
撹

拌
池
、
ろ
過
池
な
ど
を
経
て
消

毒
を
実
施
し
た
後
、
き
れ
い
な

水
と
な
り
、
配
水
池
か
ら
送
配

水
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
各
給
水

場
・
各
家
庭
に
配
水
さ
れ
ま
す
。

　
海
外
へ
行
か
れ
た
こ
と
が
あ

る
人
は
、
よ
く
「
現
地
の
水
道

水
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
」
と
注

意
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
お
二
人
の
説
明
で
は

「
日
本
の
水
道
水
の
水
質
は
、

厳
重
に
管
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、

世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
安

全
性
と
お
い
し
さ
が
保
証
さ
れ
て

い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　
千
葉
県
水
道
局
で
は
、
現
在
5

つ
の
基
本
目
標
を
揚
げ
、
地
震
対

策
も
含
め
、
よ
り
一
層
安
全
か
つ

お
い
し
い
水
の
供
給
に
努
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
年
一
回
、
浄
水
場
の
見
学

会
を
実
施
し
て
お
り
、
市
民
団
体

向
け
の
出
前
講
座
（
お
い
し
い
水

づ
く
り
推
進
室
）
も
企
画
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
の
で
、
地
域
の
お

友
だ
ち
と
一
緒
に
参
加
さ
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
、
県
水
お
客
様
セ
ン

タ
ー
へ
の
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
広

報
誌
「
県
水
だ
よ
り
」
を
参
考
に

す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

■問 
千
葉
県
水
道
局
北
総
浄
水
場

（
緯
碓97 
1
2
7
1
）、
県
水
お
客
様

セ
ン
タ
ー
（
緯
0
4
3
―
3
1
0

―
0
3
2
1
）。

▲特徴的な調圧水槽（右側の薄緑色
の塔）が目印の「北総浄水場」

▲広大な敷地内には、わたしたちの生
活を支える施設がたくさんあります


